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第17回 新潟医療福祉学会学術集会

新潟医療福祉大学におけるスポーツ傷害調
査システムの構築 
―学内全強化指定クラブに対する同一フォ
ーマットを用いた半シーズンの調査― 
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【背景・目的】選手やチームにとって傷害による競技から

の離脱は競技成績の向上の弊害となる。傷害予防の実現に

向けた研究の第 1 段階として、傷害の発生率や重症度の調

査を通して問題点を把握する必要がある。国内の大学にお

いて複数クラブを対象として前向きに傷害調査を行った

研究は見当たらない。本研究では本学の強化指定クラブの

傷害状況を明らかにすることを目的とした。 
 
【方法】本学の強化指定クラブ 8 部(水泳部、男女サッカ

ー部、男女バスケットボール部、陸上競技部、女子バレー

ボール部、硬式野球部)を対象として半シーズン(2016 年 9
月～2017 年 3 月)のクラブ活動中の傷害調査を実施した。

傷害調査は IOC が用いる傷害・疾病の調査項目を参考に

受傷部位、傷害の種類、発生要因を分類し、記録用紙を作

成した(図 1)。受傷後 24 時間以上練習および試合に参加

することのできなかった傷害を記録した。 
 
【結果】発生した傷害は 128 件で、練習では 106 件、試

合では 22 件であった。 
受傷部位は下肢 99 件(足部・足関節 37 件、大腿部 30

件、膝関節 22 件、股関節 5 件、下腿 5 件)、上肢 13 件(肩
関節 5 件、肘関節 4 件、手関節・手指 4 件)、体幹 11 件、

頭頚部 5 件であった。 
傷害の種類は肉離れ・筋腱障害 59 件、捻挫・靭帯損傷

34 件、打撲 10 件、骨折・骨傷 7 件、半月板・軟骨損傷 3
件、神経障害 2 件であった。発生要因は外傷が 74 件、オ

ーバーユースが 52 件であった。 
外傷のうち非接触型損傷が 40 件、接触型損傷が 34 件

であった。  
 
【考察】傷害発生部位は下肢に多く、傷害の種類は肉離れ・

筋腱障害や捻挫・靭帯損傷の発生が多く、練習で多く発生

していた。膝関節の傷害のうち、女子選手の膝前十字靭帯

(ACL)損傷の発生頻度は米国大学体育協会の大規模調査

の結果と比べて高いことが分かった。ACL 損傷は選手に

とって重篤な傷害のひとつであり、ACL 損傷予防は当セ

ンターの重要課題の一つと位置付けられた。 

 

図 1  外傷・障害記録フォームの見本 
 

国内の大学において複数のクラブに対して同一のフォ

ーマットを用いた前向きな傷害調査は本研究が初めてで

ある。今後も継続して調査をおこない、大学における傷害

調査のモデルケースとなるようデータを蓄積し、傷害予防

の基礎的データとしたい。 
 
【結論】本学強化指定クラブを対象として同一のフォーマ

ットを用いて傷害調査を実施した。下肢の傷害が多く、練

習中に多く発生していることが分かった。 
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